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敬
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拳
終
済
皐
肝
究
舎
一
訴
す
る

本
合
は
経
済
的
措
干
の
研
究
お
ー
よ
び
そ
め
設
表
を
目
的
と
十
町
〉

本
舎
は
左
の
事
誌
を
行
う

一
、
雑
誌
「
半
敬
経
済
拳
桝
究
」
の
琵
布

三
、
研
究
合
お
よ
び
講
演
舎
の
開
催

一
一
一
、
そ
の
他
委
員
舎
に
お
い
て
適
常
と
認
め
た
事
項

木
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左
の
合
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以
て
組
織
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二
普
通
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敬
大
吋
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子
絞
都
島
一
時
部
殺
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よ
び
在
皐
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ィ
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的
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卒
業
生

ロ
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そ
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他
委
員
舎
の
承
認
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岩

木
舎
に
左
の
役
員
を
置
く

一
、
令
長
本
間
同
一
4

絞
午
前
組
中
部
長
が
こ
れ
に
許
可
守

二
、
委
員
本
同
学
摺
済
民
中
部
教
授
、
助
計
授
、
亭
任
諮
師
が

こ
れ
に
賞
る

一
二
、
幹
事
零
員
の
互
選
と
ナ
る

四
、
監
事
吸
引
口
県
の
互
選
と
ナ
一
叶

合
員
は
合
費
一
と

L
て
年
額
金
三
百
闘
を
納
あ
る
も
mu
と
ナ
る

倉
員
に
は
雑
誌
を
頒
布
ナ
る

本
舎
の
事
務
所
は
立
鉄
大
事
経
済
血
中
部
研
究
室
内
に
置
く

本
食
測
の
改
正
は
委
員
舎
の
決
議
に
よ
る

ム

t? 委

長

河

商

大

員

藤カ日何

百

大

神
野
五
千

本公"'" M 

Eー』宮由百h
a
 

t
 

ノj、

国藤f日宅}Ij 

武説i智

Jlj } 1I 

義

島村

下

坂

源

太

郎
徳

良E夫nlj 良E虫住澄
h
円

J
A、

4
F
 

:}之、達済治

古車
一r

匠と
且

頁
主
↓
一
」
と
前

ノ
ノ
ン
一
門
口
ル
ゴ

z
-
t
一
J

須
之
内
口
問
づ
口

立

λ
庚

太

郎

宇

治

問

・

管

法

山

本

事

1[[ 

武

藤川

野

培

キエミ

回

智

宅

義

ヰ

入

債

太

郎

事

中

1寸

須
之
内
ロ
同
士
口 丸夫民1;却;夫情




